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大学に おける学生を含めた労働安全衛生体制の調査研究に つ い て

三 重大学工学研究科 ･ 工 学部技術部 市川貴之

( Ⅰ) は しがき

国立大学が独立行政法人 となり ､
早 2 年目 を終えようと して い る｡ 法人化とともに国立大学はす べ て ､

民間企業に適用され て い る労働安全衛生法が適用 され る ことに な っ た 0

労働安全衛生法は元々 労働基準法から分離され て 出来たもの で あり ,
｢ 労働者｣ を対象と した法律で あ る｡

労働安全衛生法の 目的は ､
｢ - ･ 職場にお ける労働者 の 安全と健康を確保するとともに ､ 快適な職場環

境の形成を促進するこ とを目的とする｣ とな っ て い る ｡

｢ 労働者｣ を対象に して 作られ た法律なの で条文 上は学生 は排除されて い る｡ しか し､ 大学 の 医
･

理 工系

学部は
､
教育研究に有害な物質を使 っ たり ､ 危険な実験を教職員( 労働者) 以外に多く の 学生 も行 っ て い

る｡ 学生を抜きに した労働安全法をその まま大学に適用する の は学生 に対 して の 安全対策を欠 く ことにな

り問題がある｡

大学にお ける学生 に対 して の 安全衛生上 の 法的根拠は昭和 3 0 年代に制定され た ｢ 学校保健法｣ が唯
一

の も の で ある｡ これ は戦後間も ない こ ろ , 結核予防を目的に作られ た法律で あり ､ 条文 を読ん でみ ると小

中高の こ とだ けの ような構成 で ､ 大学の 文字は
一

切出て こ な い .

本研究は ､ 法人化された全国の 国立大学が どの ように労働安全衛生法 - の 取り組み を行 っ て い る の か を

ア ン ケ
ー

ト調査や聞き取り調査 を行 い 明らかに しようとするも の で ある｡ 調査を行う重要な視点と して ､

大学が民間企業と大きく異なり ､ 実験研究を行 っ て い る多数 の 学生 の 存在が あるこ とをも視野 に入れ ､
｢ 労

働者｣ でな い 学生 を安全衛生 の上 で どの ように扱 っ て い る の かをも調 べ て みた ｡

具体的なア ンケ ー

ト の調査方法は ､ 国立大学に つ い て は ､ 有害な薬品 の使用や危険な実験を行う頻度が

多く あると思われ る, 医学部や理 工系学部を含む 6 5 大学をは じめ ,
8 7 国立大学す べ て に つ い て 行 っ た ｡

ア ン ケ
ー

ト の 調査項目 の 中には ､ 労働安全衛生法に基づく ,

一 般的な労働安全衛生体制構築の 取り組み と

ともに ､
そ の 中で学生を どの ように位置づ けて い るの か , 或 い は位置づ けようと して い る の かの 質問もい

れ た｡ 又 ､ 国立大学と比較検討する意味で ､ 以前から労働安全衛生法 の適用 下にあ っ た ､
私立大学に対 し

て も同様な内容 の ア ン ケ ー

ト調査を行 っ た ｡ さ らに､ ア ン ケ ー ト結果を集計し ､ 取り組み状況 で特徴的な

いく つ か の 大学に対 して ､ 直接訪問して ア ン ケ ー ト で は解らな か っ た部分に つ い て 聞き取り調査 を行 っ た｡

ア ン ケ
ー

ト の回収率は ､ 国立大学で 9 1 % , 私立大学で 5 0 % で した ｡ ア ン ケ ー トに ご協力頂 い た各位

に対しお礼申 し上 げます｡ 又 ､ 訪問 して の 聞き取 り調査 に , 快く応 じて 頂い た東北大学環境保全セ ン タ ー

丹野庄二博士 ､ 中村修助手 , 進藤拓助手 ､ 東北大学施設部施設 管理課施設安全係 熊谷 清志施設安全係長 ,

熊本大学総務部給与福祉課安全管理室 の 本田公治室長 ､ 岩田誠二安全管理係長 ､ 松尾治幸技術専門

職員､ 藤田智紀氏 ､ 早稲田大学総務部環境安全管理課 三上秀幸課長 ､ 同押尾 浩志氏 ､ 早稲田大学理 工 学

術院統合事務 ･ 技術セ ン タ ー 技術部 羽 田野新平技術部長 ､
同衣田淳 一 副部長､ 同技術部 ･ 技術企画 総務

課 尾島浩幸課長 ､ 同細井肇主任､ 東京工業大学施設 運営部施設安全企画課 大堀浩課長 ､ 同高坂安全企画

係長 ､ 同大学総合安全管理セ ン タ ー 長谷川紀子助手 ､ 名古屋 大学 の 中村正秋総長補佐 ､ 総務企 画部人事

労務課 ､ 木村課長補佐に対 して もこ の 場をお借り して お礼申 し上 げます｡

( Ⅱ) ア ンケ ー ト結果とその分析

回収率 依頼大学数 回答大学数 回答率 (% )

国立大学 8 7

私立大学 2 2

7 9 9 1

1 1 5 0

質問 - の 回答内容

1
, 貴学の事業場数をお答え下さい

事業場 の数 ( 平均) 国立大学 4 . 6 5

私立大学 5 . 3 6

国立大学はす べ て の大学にア ン ケ ー

ト依頼をお こな い ､
しか も回答率が高か っ た の で ほ ぼ平均的な事業

場数にな っ て い るも の と思える｡ 私 立大学は ､ 東海､ 関東 ､ 関西 地方の 理 工 系の 大学に依頼 をお こ な っ た
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の で
､
やや規模が大きな大学が対象になり ､ 私立大学 の全 国平均より事業場数も多く な っ たと思われ るo

2
, 労* 安全衛生法に基づく垂且会の 名称に つ い て お答え

下さい ｡

労働安全衛生法に基づく労働安全衛生委員会設置は ､ 大学

は業種 として は安全 を外 した衛生委員会で 良い こ とにな っ

て い る
｡
ただ ､ 理 工系学部で は有害物質を扱 っ たり ､ 危険

を伴 っ た実験装置を稼働 したりする の で ､
理 工系学部を含

む大学で は安全衛生 委員会にな っ て い る o 理 工系学部を含

まない 大学も含め ､ 国立大学全体で ､ 安全衛生委員会の 設

置が約 8 割とな っ て い るQ

3
. 労軸安全衛生 法で は , 大学は菜種区分 におい て安全管

理者を置く必要はありませ ん が . 法定外で 安全管理者等

を置いて い ますか ｡

労働安全衛生法では安全管理者を置かなければならない 業種

に大学は当たらない が ､ 国立大学にお い て約半数 の 大学が法

定外 で安全管理者等を置 い て い るo
一 方, 私立大学に 於い て

は ､ 理 工 系 の学部を含んで い る大学 のみ の 調査 で も ､ 安全衛

生委員会設置と同様に､ 安全管理者等を置い て い る大学は ､

約 3 静J で あ っ たo

4
, 未学で選任した産業医の尾用形態は 1 - 3 の どれ[ = 敦

当 しますか ｡

1 , 常勤の 産業医と して の有資格者 ( ) 名

2 , 非常勤の 産業医 と して の有資格者 ( ) 名

3
, そ の 他 ( ) 名

産業医 の雇用形態は , 国立大学にお い て は ､ ほぼ 9 割が常勤

の 有資格者で ある｡ 国立大学 の そ の 他は ､ 常勤の 有資格者教

員を産業医に命 じたり ､ 年間委嘱や委託 等があるo
一 方

,
私立大学で は , 約 8 割が非常勤 の 有資格者で あ る｡ 私

立大学 のそ の 他は ､ 嘱託 医で ある｡

5
.
上 配 4 . で r l ｣ を丑ばれた甘合 . 当該産業医と しての

溌務に対して ､ 何らかの報 酬もしくは手当等を支冷 して い

ますか ｡

1
, 支給して い る

2
, 支給

3
, 検討中

産業医 - の 手当等の 支給は ､ 国立大学で は ,
支給と無 支給が

はぼ同 じくら い で あ っ た｡

上記 4 か らも国立大学で は常勤の 有資格者が圧倒的で ある の

で
､ 支給と無支給の 違い は大学自身の 手当 を ｢ 出す ､ 出さ ない｣ の 判断 の 違 い で あろう. 私立大学で は ､

国立とは対照的に手当支給大学の 比率が多くな っ て い る o

6 , * 学全体で選任されて い る衛生 管理者の人致及 び牡種をお答え下さい ｡

人数 ( ) 名 内衛生 工学衛生 管理者 (

内訳 事務職員 ( ) 名

技術職員 ( ) 名

そ の他 ( ) 負
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大学当たり の 衛生管理者数 同衛生 工学衛生管理者数

国立大学 15 . 5 人 9 . 7 人

私立大学 7 . 4 人 4 . 9 人

衛生管理者 の職種別割合は ､ 国立大学､ 私 立大学とも教員の割合が

ト ッ プで どちらも約半数を占めて い るo 事務職員と技術職員の割合

は
､ 国立大学ではほ ぼ同 じだが私立大学で は事務職員が技術職員の

倍以上 の割合で あるD そ の他 の職種は ､
保健師 ､ 看護師等医療系職

員で ある｡

7
, 再生 音理香としての♯務に対して ､ 何らかの報al もしくは手当

等を支給して い ます か ｡

1
, 支給 して い る

2 , 支給 して い ない

3
. 検討中

衛生管理者 - の 手 当支給は ､ 国立大学､ 私立大学ともに約 半数近

い 大学で支給され て い る｡ 国立大学は ､ 労働安全衛生法の 適用下に

な っ て 間もなく , 大学によ っ て は衛生管理者の 養成中で もあ るの で ､

一 部 で は検討中の 大学もある.

8
. 作兼環境3N 走を何らか の 形で 行 っ て いますか ｡

1 , 行 っ て い る

2
,
行 っ て い な い

3 , 検討中

作業環境脱走実施の 有無に つ い て は ､ 意外 なの は ､ 以前か

ら労働安全衛生法の 適用下 にあ っ た私立大学にお い て ､ 理 工

系学部を有する大学にもか かわらず ､ 無実施 の 大学が少な か

らずあ っ た こ とで ある｡ 国立大学は ､ 法人化して 2 年経 っ た

と言 え ども , まだ完全 で はない 面 もあるが ､
何らか の 形 で ほ

ぼ行 っ て い るようで ある｡

9 . 上紀 8 . で r l ｣ を玉ばれた 4 合､ 作美環境洩 定の対象となる単位作美境 ( 測定部 屋) の 軌まい

く つ で すか ｡

国立大学

私立大学

) 部屋

大学当たり の 単位作業場数 ( 測定部崖)

8 1 部屋

1 0 部屋

上記 の 国立大と私大の 測定部屋数の 違い は ､
大学 の 規模 の 違い もある の で , 何

I
t も評 価出来な い が ､ 国

立大学は平均8 1部屋 ある｡ こ の こ とは作業環境&]j 定 に かなり の 手間 とお金 をか けざるを えない 状態を示

して い る｡

1 0
. 同 じく上厄 8 . で r l ｣ を玉ばれ たqI 合､ 貴大学の取見で作業環境測定士 の栄枯 を有する人 に

実施させ て い ますか ｡

これ は
､
い わゆる作業環境測定を ｢ 自社測定｣ して い るか否

かに つ い て の 質問で あるD こ の 件では ､ 私立大学 の方が ｢ す べ

て自社測定｣ の 比率 が多か っ たo 衛生管理者 の巡視と異な り ,

作業環境測 定士 の育成は ､ 国家試験が有害物の 種類別 に 5 種類

も有り ､ 計画的に育成しなけれ ばならなく ､
か つ 登録講習や 測

定機器 の購入等に費用が掛か る o それ故当面 ､
大規模大学ほ ど､

測定部屋 数が多くある の で ､ 自前で測定で き る休制を作る の が
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大変な為､ 外注 にせざる をえな い 状態に あると もい える
o
｢ 完全自社測定｣ 或い はそれ に近 い ｢部分自社& [J

定｣ を行 っ て い る い く つ か の 大学は ､ 超大規模大学で はなく , む しろ 3 - 4 人 の 測定士 が専任で行 えば全

学の ｢ 自社測定｣ ができる規模 の中 ･ 大規模大学で ある｡

1 1
, 貴大学の 墳丘で 第 二種作業環境測定士及 び第 一 種作業環境測定士の 資格を有する 人 ( 試鼓合格

して登録予定者含む) は何人 い ますか ､ 該当する項目 に 0 印を付け人敢 を取入下 さい ｡

1
, 第二 種作業環境測定士 ( 二種 の み) ( ) 負

第
一

種作業環境測定士

2
,
有機溶剤

3
, 特定化学物質

4
, 放射性物 質

5
, 金属類

6
, 鉱物性粉じん

) 名

) 負

) 名

) 名

) 名

作業環境測定士 の ､
測定物質ごとの 有資格者は ､

回答の あ っ た国立 7 9 大学と私立 1 1 大学で 上記 の 人

数ですo 国立大学の 場合 , 第二 種と第
一

種 の 有機溶剤 ､ 特定化学物質 ､ 放射性物質の 資格を持 っ た者がそ

れ どれ約 7 0 名 い る
Q
私立大学で は､ 放射性物質が割合として他より多く い る以外は全体的に国立 大学よ

り比率的にも少 ない o 国立大学に於 ける ｢ 自社軌定｣ の割合は ､

一 部実施も含めて 約 2 4 % ( 約 4 分 の 1 )

な の で
､
す べ て 自前で測定 を行お うとす ると､ 単純計算で 7 0 人 × 4 - 2 8 0 人 で ある の で ､ 約 2 0 0 人

位新たに作業環 境測定士 が必要になるo

独 立行政法人とな っ た国立大学と して は ､ 独 法化前 に行 っ て こ な か っ た業務が新た に加 わ っ た こ とな の

で
､
大学運営上 ､ 人的にも経済的に もか なり負担に な っ て い ると い える ｡

一 方
､
大学は 民間企業と異なり

有害物の取 り扱 い 量が少 な い の で 軌定 を免除云 々 と の 声もあるが ､ 新規性の 高 い有害物 質を多く取り扱う

大学は ､ 量 こ そ製造企業より はるかに少 な い が
､ 他種類 の 有害物とリ ス クが不明 な新規性 の ある物質を

扱 っ て い る の で ､ そ の 面か らの 監視も必 要で あろうo 少 なくとも大学と い え ども現行法令で 決められて い

る作業環境測定を免除され る こ とは できな い こ とを前提に 早急に測定体制を作る必要が あると い える｡

1 3
. 同 じく上古己1

る作美環境測定の 種

1 , 有機溶剤

2
, 特定化学物質

3
,
放射性物質

4
,
金属類

5
,
鉱物性粉じん

1 2
,
上妃 1 0 . で ｢ l ｣ ｢ 2 ｣ を選ばれた場合 ､ 当該作業環境

測定士と しての鞍掛 こ 対して ､ 何らか の報酬もしくは手当等を

支給してい ますか ｡

作業環境測定士 - の 手当支給は ､ 国立大学で は 3 0 % の 大学が

支給して い る.
一 方私 立大学で は どこも支給して い ない o 国立大 ､

私立大ともまだ作業環境測定土 の数が圧倒的に少な い こ ともある

の で
,
手 当支給 の 件は流動的だともい えるo

o . で r l ｣ r 2 ｣ を選ばれた場合 ､ 行 っ て い

類に つ い て ○ 印を付 けて 下 さ い ｡

自前で作業環境測定をして い る場合, そ の 種類を調 べ たと ころ ､ 国立大学で は ､ 有機溶剤 ､ 特 定化学物

質､ 放射性物質が主で あ っ た. 私 立大学で は ､ 放射性物質が中心で ある o 放射性物 質の 測定 は ､ 作業環境

測定以前から放射線障害防止法 関係で 管理 区域 の測定も義務づ けられて い る o そ の こ とと混同 して 回答し

て い る大学もあるかもしれ な い ｡
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1 4
, 同 じく上缶 1 0 . で r 2 ｣ r 3 J を選rまれた場合 ､ 作業環境測定機 軌 こ委託 した 費用 は年間い

くらで しょ うか ｡

1 , 3
,
0 0 0 万円以上

2 , 1 . 0 0 0 万円 - 3
,
0 0 0 万 円未満

3 , 5 0 0 万円 - 1
,
0 0 0 万 円未満

4 , 1 0 0 万円 - 5 0 0 万 円未満

5
,
1 0 0 万 円未満

作業環境測定を委託 した場合 の 経費は ､ 国立大学で は 3
,
0 0 0 万円以上が 6 . 2 % ､

1
,
0 0 0 万円 - 3

,
0 0 0 万円

未満が 1 0 , 8 % ､
5 0 0 万円 ← 1

,
0 0 0 万円未満が 1 3 . 8 % あ っ たが 10 0 万 - 5 0 0 万が 4 9 . 2 % で約半数を占めた o 私

立大学で は ､
1
,
0 0 0 万 - 3

,
0 0 0 万が 2 苦りあ っ たが

､
あと の 8 割は 1 00 万 - 5 0 0 万 の 間 で あ っ た｡

1 5
, 有機溶剤の 一 部適用除外認定申耕 ( 有規則 3 条) に つ い てお答え

下さい ｡

1
,
申請済

2
,
申請中

3 , 申請予定

4
, 申請しない

除外認定申請は ､ 随時に で きるが ､ 通常作業環境をは じめる前に 行う

もの で ある こ とか ら ､ 主に国立大学に関係した質問 で ある｡ 回答は下記 の ように ､ 国立大学で は
､
｢ 申請予

定｣ も多く ありすで に 申請が終わ っ て い る大学も 2 1 大学ある
o
私 立大学は､ 時期的に ,

こ の ような手続

きは終わ っ て い る の で
､ す べ て ｢ 申請しな い｣ に な っ て い る

D

1 6
,
上把 1 5 . で r l J - r 3 ｣ を選ばれた埠合､ 有境港剤の 一 部適

用除外認定申耕 を行う ( 行 っ た) 缶屋 & (ま何部屋 で すか ｡

1
.
5 0 0 部屋以上

2 , 1 0 0 部屋 - 5 0 0 部屋未満

3 , 5 0 部屋 - 1 0 0 部屋未満

4
,
2 5 部屋 - 5 0 部屋未満

5 , 2 5 部屋未満

6
,
な し

多く の 国立大学に お い て ､ 有規則 3 条の ｢ 適用除外申請｣ を行 っ て い るo

大学の 研究室 の 場合､ 窓や換気扇が あ っ て も ｢ タ ン ク内で の 作業｣ と労働基準監督署は運用 して い るよう

で ある. 有機溶剤中毒予 防規則 ( 有規則) 3 条に
､ 有機溶剤業務を行 っ て い て も有機溶剤等の 許容消費量

を超えな ければ ､
こ の 規則 の 大部分又 は

一

部に つ い て適用が除外され る｡ 許容消費量は
,
屋内作業場 の内

タ ンク等の 内部以外 の 場所で は作業時間 1 時間で使用する量と して ､ また タ ン ク ､ 船倉 ､ 坑又は地 下室 そ

の 他通風 が不十分な屋 内作業場で は 1 日で使用す る量 と して決め られ て い る｡ これ ら の 計算は ､ 有機溶剤

等の 区分による係数に作業場の 気積を乗 じて得た値とする
o
なお

､ 規則の 大部分に つ い て の 適用 が除外 さ

れる場合は､ 定常的に許容消費量 を超えな い場合で あ っ て
､ 所轄労働基準監督署長 の 認定 を必要 とす るも

の で ある｡ 大 学の研究室 の 場合 ､ 同規則 の 実際の 運用 は ､
タ ン ク の 中の 作業として ､

い わ ゆる 1 日 で使用

する量と して 計算され て い るD 要する に厳 し い基準 を適用 され て い るo

1 7
. 付属病院を有する大 学に おけ る健康診断 ( 定期健康診断, 特定

業務健康診断 . 特 殊健康診断) 実施状況に つ いて お聞きします ｡

1
, 外 注 して い る

2
, 自前で して い る

3
, 自前で して い るが外注を検討中

付属病院を有する大学で の 健康診断 の実施方法 は､ 国立大学で は 7 割が

ー 4 7



外注され て い る｡ 私立大学で は 5 割が外注されて い る. Eg 立大学は , 労働安全衛生法適用下に入り ､ 従来

か らの 定期健康診断以外 に , 特定業務俸康診断 ､ 特殊健康診断 の 実施が義務づ けられ た ことか ら､ 業務量

の 増大に自前で は対応できない為 ､ 外注が増えたと思われる｡

1 8
,
上髭 1 7 . で ｢ 1 ｣ を選ばれた4 合 . 健康診断に掛か る年間予井はい くらですか ｡

1
,
5
,
0 0 0 万 円以上

2
,
1
,
0 0 0 万円

- 5 0 0 万 円未満

3
,
5 0 0 万円

-

1
,
0 0 0 万 円未満

4
,
10 0 万円 - 5 0 0 万円未満

5
,
10 0 万円未満

上記 と同 じ ､ 付属病院を有する大学における ､ 健康診断 の外注 費用

は ､ 国立 ､ 私立 とも1 , 0 0 0 万円 - 5
,
0 0 0 万円がも っ とも多く ､ 国立大学で は約 6 割 の 大学が外注 で あ っ たo

BJ 立大 学の小規模大学で は､ 1 0 0 万円か ら5 0 O 万円 , 国立大学の 小 の 上規模ク ラス の 大学で 5 0 0 万円 -

l
,
0 0 0

万円 の 費用が掛か っ て い るQ 私立 大学 の場合は ､
付属病院を有する大学は ､ 大規模大学な の で費用が高く

な っ て い る｡

1 9
, 右横薄剤 , 特定化学物質､ 放射性物質を取 り扱 っ て いる学生 . 院生の 健康診ri は 行 っ て い ます

か ｡ 健康診断を行 っ て い るqL 合 ､ 下配の 該当するもの に○ 印を妃 入下さ い ｡

1
,
有機溶剤

2 , 特定化学物質

3
,
放射性物質

有機溶剤 ､ 特定化学物質, 放射性物質を取り扱 っ て い る学生 ･ 院生 に対

して
､ 労働安全衛生法で の 特殊健 康診断 をして い るか否か を聞い た項目で

あるが ､ 記述と して ｢ 有機溶剤 ､
特定化学物質､

放射性物質を取り扱 っ て

い る学生 ･ 院生に 対して ､

一

般的な健康診断を行 っ て い る か否 か｣ と の 間

い と取 られ る面もあるの で ､ 多少多めの 数値で 出て い るか も しれ な い ｡ 放射性物質を扱う者に 対 して は ､

以前から放射線障害防止法で 健康診断が義務付けられて い たが ､ 他 の 有害物を使用す る際 の 特殊健康診断

は ､ 学生に対 して は法令上 の義務はな い ｡ 義務で な い 特殊健康診断 を国立大学 ､ 私立大学と も 3 ,
4 割 の

大学で行 っ て い る こ とは評価で きるo 今回 ､ 聞き取り調 査を行 っ た早稲田大学と東京工 業大学､ 名古屋大

学で は ､
ア ン ケ

ー

トで の 回答と同様に間違い なく有害物を取り扱 っ て い る学生 ･ 院生 に対 して も職員 ( 労

働者) と同様 ( 学生 - の 周知 の仕方はさま ぎまな方法であるが) に特殊健康診断 を行 っ て い た｡

2 0
. 貴学の安全衛生親穏等で戦且 ( 労働者) 以外の学生 . 院生をどの よう

に扱 っ て い ますか ｡

1
, 安全衛生に つ い て は職員に準じた取り扱 い に して い る ｡

2
, 規定上は外 して い るが安全衛生 上は準 じた放 い に して い る｡

3 , 規定上 も運用上 も外 して い る.

今回 の ア ン ケ ー

トで 特に知 りた か っ た設 問で もある o
｢ 職員に準じた扱 い｣

は ､
｢ 規定上 は外 して い るが準じて い る｣ を入れた ら､ 国立大で 約 6 割 ､ 私 立大 で約 4 割を占めて い るo 各

大 学の運用 で 準用す るの もよ い が ､
法令上準用すると示 した方がよ い ｡ よ っ て ､

こ の 件は国が率先して改

善 して いく問題 で もある｡

( Ⅱ) 5 大学 へ の 聞き取 り調査に つ い て

( 熊本大学 . 東北大学)

ア ン ケ ー ト の 補充調査 と して ､ 平成 1 7 年 1 2 月 1 2 日 (月) に熊本大学 ､
1 2 月 1 3 日 (火) に東北
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大学を訪問, 両大学に つ い ては , 主に作業環境測定 - の 取り組 みに つ い て聞

き取り調査を行 っ た｡ 両大学を作業環境測定の 聞き取り調査と した の は ､ 両

大学ともす べ て の 測定物質に つ い て ｢自社測定｣ して い る数少な い 大学で

あ っ たからである o 熊本大学は ､
5 3 2 部屋 ( 内放射性物質 8 5 部屋) あ る

単位作業場の 測定 を4 名 ( 2 名は完全勤務で ない 非常勤職員) で行 っ て い

たo 担当部門は , 総務部給与福祉課安全 管理 室で 実際の 測定機器等は環境安

全セ ン タ ー

に完備 して い たo 作業環境iRIJ 定等安全 管理面を安全管理室で行 墨守

東北大学環境安全セ ンタ
ー

内の 作美環境測定用機器

い
､ 健 康診断等は ､ 総務部給与福祉課職員 東北大学の構内

厚生係 で行 っ て い るようで ある Q

東北大学の 担当部門は ､ 施設部施設管理課 の 施設 安全係だが実際の 作業

環境測 定は ､ 環境安全セ ンタ ー

が行 っ てお り ,
3 名( 内 1 名は非常勤職員)

で 1 7 0 部屋 (H 1 7 . 1 0 . 1 8 現在) の 単位作業場 の測定を行 っ て い た o 同大

学は歴史もある の で古 い建物が多くあり ､ 今後ア ス ベ ス トにかかわ る軌定

業務が加 わる の で 人員を増加する ことが深刻な課題で あ っ たQ 両大学に つ

い て共 通な の は ､ 事業場が い く つ もあるなかで ( 熊本大 4 事業場 ､ 東北大

2 6 事業場) 全学の 作業環境測定を行 っ て い る こ とで ある. 特に東北大学

で は ､ 試料採取 したあとそ の試料を測定をするため の移動にかなり時間が

掛かると思 われ る｡ なお ､ 熊本大学 の 非常勤職員 2 名は ､ 民間の作業環境測定機園を定年退職 した方を採

用 したと の こ とで あ っ たD 独法化とともに突然行う こ ととな っ た作業環境測定をス ム
ー ズに行 う上 で有効

な手段かとも思われ た｡

( 早確EE)大学 ､ 東京工 兼大字)

同様の 補充調 査と して ､ 平成 1 8 年 2 月 9 日 (木) に早稲田大学 ､
2 月

1 0 日 (金) に東京 工業大学 - の 聞き取り調査 を行 っ た｡ 両大学とも共通

して い る こ とは､ 労働安全衛生法で は義務化 して い な い の に ､ 有害物を

使 っ て い る学生 . 院生 に対 して特殊健康診断 を行 っ て い る こ とで ある . 放

射性物質使用者に つ い て は､ 法令で決 ま っ て い る か らか ､ 国立私 立を問わ

ずほとん どの 大学で ､ 学生 ･ 院生に 対して も健康診断 を行 っ て い るが ､ 有

機溶剤や特定化学物質等を使用 して い る学生 ･ 院生 に対 して 行 っ て い る大

東京工美大学本塩

早稲田大学大隈講堂

学は約 3 ,
4 割位で あ っ た｡ 例えば早稲田 大

学に於ける最近の 特殊健康診断音数は ､ 教職員 1 3 6 名に対 し ､ 学生 3 3 6

名b 院生 5 7 8 名 とな っ て い る｡ 東京工業大学に於 い て は ,
法人化により制

定した ｢ 国立 大学法人東京工 業大学安全衛生管理規則｣ と同時に ｢ 国立大学

法人東京工業大学における学生等 の安全衛生 管理に関する暫定措置を定めろ

規則｣ も制定 した o こ の 暫定規

則 は､ い わゆる職員 の所 をす べ て 学生に読み替えする ｢ 読み替え規程｣ で あ

る｡ ｢ 当該作業に 従事する職員｣ を ｢ 当該実験を行う学生等｣ と職員を学生 に

読み替えるだ けでなく ､
｢職員を採用 した場合又は職員の 従事する業務 の 内容

を変更した場合には ､ 当該職員に対 し ､
そ の 従事する業務に 関する｣ を ｢ 学生等を新たに受け入れ た場合

又は学生等の 行う実験等の 内容を変更 した場合には ､ 当該学生等に対し､ そ の 実験等に関する｣ と読み替

えたり ｢ 職員が労働災害そ の他就業中｣ を ｢ 学生等が災害そ の 他修業中｣ 等 々 す べ て の 条項に関して ､ 職

員と学生を同等に扱う為の 読み替えをお こ な っ て い るD こ の 規程 は ､ 労働安全衛生法に学生が不適用 で あ

り
､ 学校保健法で は , 特殊健康診断 に つ い て何も触れ て い な い 法体系の 下 で , 国立大 学に 於 い て は画期的

な規程で あると い えるo

こ の ほ か
､ 東京工 業大学で の ユ ニ ー ク な取り組み と して学部 4 年生以上 の 学生および教職員の ス ト レ ス

状況や勤務状況 ､
生活習慣に つ い て の ｢ ス ト レ ス チ ェ ッ ク｣ が ある ｡ こ れ らはす べ て法令以外で の 取 り組

み であり , 法令 の趣旨を補完充実させ る取り組みと もい える o 参考ま で に ,
本冊子 の最後に ｢ 国立大学法

人東京工業大学安全衛生方針｣ ｢ 国立大学法人東京 工業大学にお ける学生等の 安全衛生管理に関する暫定措

置を定める規則｣ 及び ｢ ス ト レ ス チ ェ ッ ク 表J を又 , 今回 の ア ン ケ ー ト文 も掲載 した o
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( 名古屋大学)

平成 1 8 年 2 月 1 4 日名古屋大学 - の 聞き取 り調査を行 っ た｡ 名古屋大

学を訪問大学に 決めた の は ､ 大規模大学の 中で も比較的全学的な状態をつ

かみやす い 規模と学部構成をして い るからで あるo 名古屋大学 の学部分布

は､ 主 に鶴舞地 区の 医学部 ･ 同病院と ､ 理 工農､ 文系を抱える東山地 区に

分 かれて い るo 名古屋大学で の 作業環境:測定は ､
まだ準備段階で あり ､ 主

に工学部に於い て技術部が取り組み つ つ あるo 必要な測定機器や 作業環車

測定士 の人数もまだ十分で はで はなく ､
こ れか ら体制 を作り上げて いく と

の こ とだ っ た｡

尚 ､ 学生 へ の 特殊健康診 断は ､ 実際に 有害業務 (学生 の場合 は有害な実

中村正秋総長補佐 ( 中心)

へ の 聞き取り調査

験等と東京工 業大学で は読み替えて い る) を行 っ て い る学生 ･ 院生全員に

どこ まで 周知され たかは解らな い が ､
ア ン ケ

ー

トで使用 の 有無を聞い て 使 っ て い ると答えた者に対して ､

特殊健康診断を して い ると の こ とで あ っ た｡ 以上 ､ 各大学 - の これ まで の 聞き取 り調 査か ら判断すると ､

ア ンケ ー ト の 間 1 9 の 回答で示 された数値はほぼ正 しい と判断して もよ い と思 え

( Ⅳ) まとめ

本研究の 目的は ､ 独 立行政法人化された全国 の 国立大学が , 労働安全衛生法の 適用下 ､ ど の ように法令

を取り入れ て い るの かを調査 したもの で ある｡ 調査項目もで きるだけ回答を容易にで きる内容に絞 っ た為 ､

十分に回答の 中身を つ かめな い 面も多々 ある｡ また ､ 項目 に対 してす べ て を回答 をされなか っ た ( つ かん

で い な い) 大学も少なく なか っ たo ア ン ケ
ー

ト の集計結果 を見る際 これ ら の こ とを も含ん で 見て 頂きた い o

そ の ような不十分な面もあ っ て も､ 大まかでは あるが ,
全国の 国立大学 の 労働安全衛生法 - の 取り組み状

況 の
一

面を明らかにする ことがで きた と自負して い るo 特に ､ 労働安全衛生法適用下 , 学生 ･ 院生 を どの

ように取り扱 っ て い るかも ､ 特殊健康診断 等の 実施 の 有無からある程度判断 で きた｡ 労働安全衛生法は ､

労働基準法がそうで あるように ､ あくまで安全衛生 の ｢ 最低基準J で ある の で ､ 法 を補充 したり法を超 え

る取り組みも必要で ある ｡ そ の 端緒も聞き取り調査 により垣 間見る こ とがで きた o
こ れ ら の先進 的な取り

組みを行 っ て い る各大学か ら情報を発信 したり ､ 労働衛生等 (学務関係も含め) に係 わる担当者間の 交流

も必要で あろる｡ そ の ような取り組み の 積み重ね るこそ ､ 大学における労働安全衛生法体系 の 充実の 近道

になるで あろうo

( ア ン ケ - トの 回答を頂い た大学)

国立大学

北海道大学
､
北海道教育大学､

室蘭工業大学､
小樽商科大学､ 帯広畜産大学､ 北 見 工業大学 ､

広前大学 ､

岩手大学､ 東北大学､ 宮城教育大学､ 秋田大学 ､ 山形大学､ 福島大学 ､ 茨城大学 ､ 筑波大学 , 宇都宮大学 ､

群馬大学, 埼 玉 大学 ､ 千葉大学､ 東京大学､ 東京医科歯科大学 , 東京農 工大学 ､ 東京芸術大 学､ 東京工業

大学､ 東京海洋大学､ 電気通信大学 ､
一橋大学､ 横浜 国立大学 ､ 新潟大学 ､

長岡技術科学大学 ､ 富山大学 ､

金沢大学､ 福井大学 , 山梨大学､ 信州大学
, 岐阜大学 ､ 静岡大学 ､

浜松医科大学､ 名古屋大 学､ 名古屋 工

業大学 ､ 豊橋技術科学大学 ､
三重大学､ 滋賀大学 ､ 泣賀医科大学 ､ 京都大学､ 京都教育大学 ､ 京都工芸繊

維大学 ､
大阪大学､

大阪外国語大学､ 大阪教育大学 ､ 兵簾教育大学､ 神戸大学 ､ 奈良教育大学 , 奈良女子

大学 ､ 和歌山大学
､ 鳥取大学､

島根 大学､ 岡 山大学 ､
広 島大学､ 山 口 大学 ､ 徳島大学 ､ 鳴門教育大学 ､ 香

川大学 ､ 愛媛大学
､
高知大学

､
福岡教育大学,

九州 大学 ､
九州 工業大学 ､ 佐賀大学, 長崎大学 ､ 熊本大学 ､

大分大学 , 宮崎大学､ 鹿児島大学 ､ 鹿屋体育大学､ 琉球大学 ､ 北陸先端科学技術大学院大学､ 奈良先端科

学技術大学院大学, 総合研究大学院大学 計 7 9 大学

私立 大学

愛知 工業大学､ 大阪産業大学 ､ 近畿大学 ､ 東京理科大学, 日本大学､ 龍谷大学､ 早稲田大学 ､ 中部大学
､

同志社大学 ､ 京都産業大学､ 千葉工業大学

計 1 1 大学
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